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稲取にて全ベンチの実測・劣化調査

ベンチ新設に向けて設計コンペの実施 第 1回新設ベンチ施工・既存ベンチ修繕

ワークショップイベント開催

第 2回新設ベンチ施工・既存ベンチ修繕

ワークショップイベント開催

ベンチに関連したまち歩きイベント開催

まちの住民の方と会議をして設計案の決定

2022 年 2023 年

大学生 空き家
設計・施工

依頼・物件提供

地域の人・主体者（行政・企業・NPO法人など）

企画・提案 解決

運営・利活用

研究・学び・実践の場

　稲取設計室は今年度で活動 9年目で、団体発足から

続く唯一の設計室です。

これまでにも「ダイロクキッチン」や「EASTDOCK」

など、現在もまちの人が多く利用されている建物の改

修を行ってきました。空き家改修プロジェクトとは、

建築を学ぶ有志の学生団体で団体の目的は、「空き家の

改修設計・施工を通じた地域活性化」です。

　主な活動は設計・施工・運営提案・イベント企画で、

学生だけでなく地域の方々と協力して行っています。

つなぐ

人が集まりやすいよう道に対して開けていてベンチが

扇状に広がることで座っている人同士の視線が交差する

座面は隙間が空いてるため

雨が降った後などでも乾きやすい

模型写真

ベンチの脚の側面には一つ一つ

デザインされた木タイルが貼れる

本プロジェクトで設計したベンチと分かるように

オリジナルのロゴを印字する (ウッドバーニング )

ロゴのデザイン例

ワークショップでデザインを募集し実際に

ロゴ印字の施工をまで行う

ワークショップ

「みんなのデザインをひとつのベンチに」

破材を利用した木タイル

ワークショップでは 1人 1人が一角分のタイル

を色を塗ったり絵を書いてデザインする。

それを繋ぎ貼り合わせるでみんなのそれぞれの

デザインがひとつのベンチになる。

みんなでひとつのベンチをデザインするこ

とでまちのみんながこのベンチに愛着が沸

き、使いたい・集まっておしゃべりをした

いと賑やかな「集まるの場の中心」となる。

カラフルなベンチが商店街の中に置かれる

ことでまちを彩り、活気を与える。 1 コンセプト

2 デザイン
・2パターンのデザイン

・「A」について

・寸法 ・接合部

・焼き印

ベンチをばらばらにした時に、場所によって異なるデザインを楽しめるように、2種類の脚の

ベンチを設計した。
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・面材で構成されるパターン

・面材と角材で構成されるパターン

空き家改修プロジェクト (akp) らしさを

出すために、両端のベンチに akp の「A」

をデザインした。

ベンチのメンテナンスと新設を行なうイベントを

定期的に開催する。

イベントを行なうことで、空き家改修プロジェクト

と稲取の方が交流することができ、定期的に行なう

ことで、より密接な関係を築くことができる。

・ベンチの管理は商店街の方にお願いする

・長持ちする材料を用いるなどして、管理の負担をできるだけかけないようにする

・それまでに作ったベンチのメンテナンスと、ベンチの新設 (１セット )を行なう

・メンテナンスの内容は塗料の塗り直しや、劣化部分の修繕など

・新設するベンチの形は同じで、正面の絵だけ毎回異なるデザインを描く

ベンチを動かして自由な組み合わせができる

ということを、座面の縁の部分に簡単な図を

焼き印で描き、伝える。

自由な組み合わせで会話や座り方、絵を楽しむことができる、

ということをコンセプトにデザインした。

組み合わせ方によって相手の顔を見ながら会話を楽しんだり、

絵をきっかけに交流することができる。

組み合わせ方で楽しむベンチ

クミアイ

－イスの多様な組み合わせを楽しむ

－井戸端会議という組合が生まれる

－個々の賑わいがまちを繋げ、育み合う

「クミアイ」はまちの可能性を広げるベンチである。
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3 ワークショップ 4 設置後の計画
・共同制作

・定期的なイベント

内容

・管理

・思い出づくり

・絵の再生

ベンチに親近感を持てるように、稲取の子供か

らお年寄りの方まで参加できるワークショップ

を開催し、4つを組み合わせて完成するような

絵を描くなど、街の人々も一緒にベンチを制作

する。

参加することで、自分が作ったベンチが街の中に

ある喜びを感じられたり、コロナ禍でイベントが

できなかった人たちの思い出づくりになる。

また、4つで１つの絵を描くことで、バラバラ

になったベンチを元の状態に戻す (再生する )

きっかけにもなる。

木材はビスで接合する

メリット：施工しやすい、見た目が綺麗

デメリット：腐食する

・並べ方

＃2プロジェクト時系列と活動の様子

＃1イドバタプロジェクトとは？

＃6空き家改修プロジェクトについて＃4ベンチの可能性

＃5これからの展開

＃3ベンチ新設案図面

代表者：和田卓巳

E-mail：inatori.akiya@gmail.com
稲取設計室 Instagram

建築学生によるコミュニティづくりと再生　

イドバタプロジェクト 空き家改修プロジェクト稲取設計室

静岡県賀茂郡東伊豆町稲取にあるベンチを改修し、住民の

方々の井戸端会議の場所を守るプロジェクト。

稲取のまちでは住民同士が道端でおしゃべりしている様子を

よく見かける。また、街の至る所にベンチが設置されており、

そこに座ってお話していることもある。

しかし、中には腐朽や破損しているものもあり、それが理由

で住民同士が集まらなくなってしまったベンチもある。

そこで、新しくベンチを新設、既存のベンチの修繕を行うこ

とによって住民の方が再び集まり、おしゃべりできるような

場所を再生し、守っていく。

・いつもベンチに座っている人など稲取のまちに居場所を作るだけでなく旅先で訪れた観光客との新

たな出会いの場となり、稲取にしかないまちの温かさを感じる場所をつくる。

・継続的に地元の中学校、高校などでワークショップイベントを行うことによって地元のこどもにモ

ノづくりの楽しさなどを知ってもらいながら、まちに触れる機会を作る。

・ベンチに使う材料を地元の間伐材を使うことによって地産地消できるものづくりを計画する。

空き家をリノベーションしたカフェなどの施設が多い稲取で中

の様子が外観からはわからないことがある。その時に店舗と道

をつなぐ場所にベンチがあれば一休みした時にお店の中の様子

が少し見えたりする。つまり、この小さなまちの家具は店舗と

道をつなぐきっかけになりえるのではないだろうか。

このプロジェクトを行うことによって、小さな家具であるベン

チがまちに点在し、いずれかは稲取のまち全体にベンチから始

まるコミュニティが生まれることを目指す。
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背面にも荷物を置くことができる


